
【別紙様式 9】  
＊課題番号  個07－101  

注：課題番号を記入してください。  

平成19年度 学術研究助成金成果物報告書  

平成 21 年 3 月 2 日  
日 本 大 学 総 長  殿  

氏  名 小見山  道  

所属・資格間  

下記のとおり提出いたします。  

注：該当する種目を○で囲んでください。  1 種 目  リーー般研究（共同研究）／栓合研究   奨励研究  

2 研究課題   

曖筋抑制反射閏イ和こ対する加齢の及ぼす影響苧  

3 研究組純（共同研究・総合研究のみ該当します）  

・研究代来者   

・研究分担者（役割分担）  

4 学会発衣等（要旨集の抜き刷り，発表原稿のコピー等及び発表したことがわかるものを添付してください。）  

発表者名  
学会名  発表テーマ  

5 若＃・雅語論文 庸書・雑誌一抜き刷り等を添付してくださし㌔コピ・・・切場合は特徴されたことが専横的にわかるものを添付してください。）  

新書名・雑誌名／論文名  著者・執彗者   出版社・発行所  

Clinica川europhys 
． 

masseLericexteroceptivesuppressioltreflex  
and somatosp11SOry f’uncしion  

C＝nic81ドeurophysiology／  
EthniGdiFferencesregardi叩SenSOry，pain，  
and responsesin tlle tri耶minalregion  

2009年2月  EIsel√ier  Osamu Komi叩ma et al．  120  

200日年10月   Osamu Komi〉・ama et．al  EIspvier  119  

※ホームページ等での公開の㊦・否）いずれかを○で囲んでください8否の場合は・理由書を添付して下さい。   



【成果物9－2］   



【別紙様式 9】  
＊課題番号  個07－103  

注：課題番号を記入してください。  

平成19年度 学術研究助成金成果物報告書  

平成21年3月 21日  

日 本 大 学 総 長  殿  

氏  名 村田 浩一  

所属・資格 生物資源科学部・教授  

下記のとおり提出いたします。  

※ホームページ等での公開の（⑳・否）いずれかを○で囲んでください。否の場合は，理由♯を添付して下さい。   



［成果物9－2］   



【別紙様式 9】  
個07－104  ＊課題番号  

注：課題番号を記入してください。  

平成19年度 学術研究助成金成果物報告書  

平成21年  4月  30日  

日 本 大 学 総 長  殿  

氏  名  増田 哲也  

所属・資格 生物督源科学部・准教授   

下記のとおり捏出いたします。  

※ホームページ等での公開の⑳・否）いずれかを○で囲んでください。否の場合は，理由書を添付して下さい。   



［成果物9－2］   



【別紙様式 9】  

＊課題番号  個07－105  

注：課題番号を記入してください。  

平成19年度 学術研究助成金成果物報告書  

平成  21年  4月 30日  

日 本 大 学 総 長  殿  

氏  名  

下記のとおり掟出いたします。  

※ホームページ等での公開の（回・否）いずれかを0で囲んでください。否の場合は，理由書を添付して下さい。   



［成果物9－2］   



【別紙様式 9】  
個07－106  ＊課題番号  

注：課題番号を記入してください。  

平成19年度 学術研究助成金成果物報告書  

平成21年4月18日  

日 本 大 学 総 長  殿  
♪一一 一ゝ  

氏   名灘 印二 

所属・資格働   

下記のとおり提出いたします。  

※ホームページ等での公開の（⑳・否） いずれかを○で囲んでください。否の場合は，理由書を添付して下さい。   



［成果物9－2］   



【別紙様式 9】  
＊課題番号  個07－107  

注：課題番号を記入してください。  

平成19年度 学術研究助成金成果物報告書  

平成21年4月27日  

日 本 大 学 総  艮  照  

氏   名  関 泰一郎  

所属一資格 生物門脈科学部・准教授   

下記のとおり提出いたします。  



［成果物9－2］   



【別紙様式 9】  
＊課題番号  個07・108  

注：課題番号を記入してください。  

平成19年度 学術研究助成金成果物報告書  

平成21年4月28日  

日 本 大 学 総 長  殿  

高  橋  令  氏  名   

所属・資格  生物資源科学部・准教授  

下記のとおり提出いたします。  

※ホームページ等での公開の㊥否）いずれかを○で囲んでください。否の場合は・理由書を添付して下さい。   



［成果物9－2］  

6 その他の発表   

新聞掲載  

発表／掲載者名  新聞名 （朝刊・夕刊）  掲載年月日  

その他（ビデオ，CD，シナリオ，写真，舞台等）  

氏 名  提出物  

7 その他の成果 （下記のような成果があれば記入してください。）  

（知的財産権の取得）  

（外部資金の獲得）  

「チューブ状炭酸マグネシウムの微生物学的分野における有用性の検討」をテーマに本研究で得られた知見、  

新規分離菌株の活用を前提に、（株）日本色材工業研究所より平成19年度、20年度に奨学研究寄付金を受給  

された。  

（他の研究への発展）   

本研究は、硝化のプロセスに関わる菌種である亜硝酸酸化菌を対象としてるが、硝化に関わるもう一方の  

微生物であるアンモニア酸化菌（バクテリア）、もしくはアンモニア酸化アーキアの研究においても本研究の  

知見は非常に重要で、不可欠なものである。本研究の知見を活用した以下の原著論文が印刷中である。   

Analysis ofammOnia monooxygenaseand archaea116S rRNA genefragmentsinni什ifying acid－Sulfate soil  
microcosms．AsamiNakaya，YukiOnodera，Tatsun0riNakagawa，KazuoSatoh，ReijiTakahashi，SatohikoSasaki，and  

TatsuakiTokuyama，MicrobesandEnvironments，（inpress）．  

（その他）   



【別紙様式 9】  
個07－109  ＊課題番号  

注：課題番号を記入してください。  

平成19年度 学術研究助成金成果物報告書  

平成21年 3月 30日  

日 本 大 学 総 長  殿  

氏  名  

下記のとおり提出いたします。  

※ホームページ等での公開の＠・否）いずれかを○で囲んでください。否の場合は▼理由書を添付して下さい8   



［成果物9－2］  

6 その他の発表   

新開掲載  

発表／掲載者名  新聞名 （朝刊・夕刊）  掲載年月日  

その他（ビデオ，CD，シナリオ，写真，舞台等）  

氏 名  提出物  

7 その他の成果 （下記のような成果があれば記入してください。）  

（知的財産権の取得）  

（外部資金の獲得）   

NEDO開発機構「植物の物質生産プロセス制御基盤技術開発」再委託研究（事業推進担当者  

青木俊夫，平成20年）につながった．  

（他の研究への発展）  

植物成分の異種細胞発現系での生産の研究に発展させることができた．  

Seki，H．，Ohyama，K．，Sawai，S．，Mizutani，M，，Ohnishi，T．，Sudo，H．，AkashiJ，Aoki，T．，Saito，K．，  
Muranaka，T■（2008）Licoriceb－amyrinll－OXidase，aCytOChromeP450withakeyroleinthebiosynthesisof  
the triterpene sweetener glycyrrhizin．Proceedings of the NationalAcademy of Sciences tJSA，  
105（37）：14204－14209．  

（その他）   



【別紙様式 9】  
＊課題番号  

バ切∂クー／／♂  

注：課題番号を記入してください。  

平成19年度 学術研究助成金成果物報告書  

平成 〟年∂月う／日  
日 本 大 学 総 長  殿  

氏  名  浅  見  

所属・資格  薬  学  部  助  教  

下記のとおり提出いたします。  

一般研究（共同研究）／総合研究  奨励研究パ   注：該当する種目を○で囲んでください。  1 種 目  

2 研究課題  

Ewing，s肉腫family腫瘍における新規治療薬の開発研究  

3 研究組織（共同研究・総合研究のみ該当します）  

・研究代表者   

・研究分担者（役割分担）  

4 学会発表等（要旨集の抜き刷り．発表原稿のコピー等及び発表したことがわかるものを添付してください。）  

発表者名  発表テーマ  発表年月  

原田理香、浅見覚  

一挫＿3阜）＿W＿－，＿，＿．＿．＿ 
柴山達也、浅見覚   

」 埠ユ冬L 
＿＿ 原田理香、浅見覚   

（他ユ名）  

Ewing，ssarcomafami1ytumorにおける融合  
遺伝子のシグナル伝達機構の解明  

第24回日本小児がん学会  

日本薬学会129年会  

2008年11月  

Ewing，ssarCOmafhmi1ytumorにおける離合  
2009年3月  

遺伝子の検出とその臨床応用  
E＼Ving’s盟rCOmaねmitylumorにおける樅合  

日本薬学会129年会  2009年3月  
■シグナル伝達機構の  

5 著書・雑誌論文 庫書・雑誌・抜き刷り等を添付してください。コピーの場合は掲載されたこと力嘩講舶勺にわかるものを添付してください。）  

著者・執筆者  著書名・雑誌名／論文名  出版社・発行所  
n’eatmentOfEwinglssarcomauslnganantisense  

AsamiSatom（他6名）   2008．03  βわJタゐα珊β〟Jエ  
nucIeotid¢tO  

※ホームページ等での公開の㊦・否）いずれかを○で囲んでください。否の場合は・理由書を添付して下さい。   



［成果物9－2］   



【別紙様式 9】  
＊課題番号  個07－111  

注：課題番号を記入してください。  

平成19年度 学術研究助成金成果物報告書  

平成  21年 3 月 31 日  

日 本 大 学 総 長  殿  

氏   名 鈴＋木＋豊＋史 

所属・資格＋ 薬学部・専任講師  

下記のとおり提出いたします。  

注：該当する種目を○で囲んでください。  1 種 目  研究）／一般研究（共同研究）／総合研究   奨励研究／一般  

2 研究課題  

麻薬括抗薬の血液脳関門取り込み輸送に関わる有機カチオントランスポータ⊥の役割  

3 研究組織（共同研究・総合研究のみ該当します）  

・研究代表者   

・研究分担者（役割分担）  

4 学会発表等（要旨集の抜き刷り．発表原稿のコピー等及び発表したことがわかるものを添付してくださし、。）  

発表者名  発表テーマ  発表年月  

日本薬学会第127年会（富  
山）  

麻革括抗薬ナロ  宮田真理子，鈴木尊史，  
ほか5名  …’●  
膏面宣言啓訂葡聯；  
ほか3名  川■■ 
剛麗子二  

ほか4名 ‾ 
∵√l巾ヤーr鈴二戸軒色、  
ほかヰ名  

キソンの脳内取り込み過  平成19年3月29  

評価  
闇聞¶におけるナロキソンの取り込  関東支  

酎大会第（払燕科大学）  み轄送租構  

ランスポーター研  ナロキソン  

第1回間瀬部会（東工大）  
いり一一軋聖PLUl叫ミ‥一二F’ごでーチ  

卜i萬ざ∴・‥・∴ご：∴l東  

浜）  

面識薇葡頂テ  すキソンの血涙頭那那珂尉蓮■   
における  

5 著書・雑誌論文（著書・雑誌・抜き刷り等を添付してください。コピーの場合は掲載されたことが客観的にわかるものを尉寸してください。）  
著書名・雑誌名／論文名  著者・執筆者   出版社・発行所  

※ホームページ等での公開の㊦・否）し、ずれかを○で囲んでください。否の場合は・理由書を添付して下さい。   



［成果物9－2］   



【別紙様式 9】  
＊課題番号  個07－112  

注：課題番号を記入してください。  

平成19年度 学術研究助成金成果物報告書  

平成  21年 4月 13日  
日 本 大 学 総 長  殿  

氏  名  田 口 博 之  

所属・資格  薬学部・咋任講師  

下記のとおり提出いたします。  

注：該当する種目を○で囲んでください。  
1 種 目  奨励研究／  ／一般研究（共同研究）／総合研究   

2 研究課題   

シクロデキストリンを乳化剤として用いた新規エマルション基剤の開発  

3 研究組織（共同研究t総合研究のみ該当します）  

・研究代表者  

一研究分担者（役割分担）  

4 学会発表等（要旨集の抜き刷り．発表原稿のコピー等及び発表したことがわかるものを添付してください。）  

発表者名  学会名  発表テーマ  発表年月  

シクロデキストリン誘導体を用いたサーファクタント  

フリーエマルションの門型とその物惟  
井上元粗略晰窄  

．＿甲旦性ネ」句嘩型  
井上元粗け：‥テ■乳  

日本燕学会第128年会  200日牢3月28日  

シクロデキストリンを礼化剤として用いたェマルショ  
郡471可日本酒化学余年会  2008年9月17日  

田口岬ヱ．仁tざ］■ミ手好腐  
れヶ谷l・tl二手．ノ主上元基，幡  

障周1印口仲之．啓肝好席  
机ヶ谷1■lr二幸．井上元】．ち，咋  

∫墜」些姻星」牢屠ミ＝旦鱒 一  
井上元二乱打声一テ撃  

＿M且叩∴＿－ －ここト間  

rl‾け‡汀I二幸．押上元基．怖  

ンの間鴨とそのキャラクタリゼーション  

アミノシクロデキストリンを用いたェマ  ルションの謂   

マ  

耶47同日本納化学会年会   2008年9月17日  
製とその性質  
アミノシクロデキストリンを用いたエ  2008年J竺材干†枝折   

研究鵬会討詣全  

日本垂学会鞘129年全   

日本華学会郡129年会  

2008年12月5日  
定化とその間御  

シクロデキストリンを用いたPickeringエマルションの  
形成メカニズム  

2∝将卒3月27日  

トリンを用いたRckeringエマルシ  アミノシクロデキス  

ヨンの安定化制御  
2009年3月27日  

亡′潤．．田且脛J  

5 常吉一雑誌論文（著書・雑誌・抜き刷り等を添付してくださし㌔コピーーーⅥ場合は格徹されたことが客観的にわかるものを添付してください。）  

著書名・雑誌名／論文名  出版社・発行所  軒者・執筆者  

井上元粗橋崎要  Chem．Pharm．Bl（llノFormationandCharacterjzationof  
2008年5月  日本華学会  

習作好間   H⊥・＿押∴，  且SanEmuIsiri亡r  El¶u15ions  

井上元構∴軒持彗  

眺．トJ■り甘鴨  

井上元拭，†㌣一子登  

！り－1．－Ⅴ∴・‥tl牒   

Cノ！卯′．P厄「川．β〟J／ノEmulsjonPr印郡山椚Usj咽  

β－C吋dexけinaldlほ［krivali＼・eS∧qin8おanEmulsi侮r  
日本準学会  2008年12月  

JO／e・OSti．／PreparationandCharacterizatiorlOf  

〝一人lkan亡∧】ねt亡rEmutsi¢nSlabitizdbYCヽ′Clde：く  
2009年2月  日本油化竿会  

※ホームページ等での公開の①否）いずれかを○で囲んでください。否の場合は，理由書を鮒して下さい。   



［成果物9－2］   



【別紙様式 9】  
＊課題番号  個07－113  

注：課題番号を記入してください。  

平成19年度 学術研究助成金成果物報告書  

平成 21 年 3 月 31 日  

日 本 大 学 総 長  殿  

氏  名   

所属・資格  

九 川 文 彦  印  

薬学部・准教授  

下記のとおり提出いたします。  

※ホームページ等での公開の（回・否）いずれかを○で囲んでください。否の場合は，理由門を添付して下さい。   



［成果物9－2］   



平成21年3月31日  

研究事務課   

課長 川名 真 殿  

臨床薬物動態学ユニット  

教授 松 本 宜  

平成19年度 学術研究助成金 一般研究（個人）成果報告書について   

標記のことについて，平成21年2月24日付けにて，平成19年度日本大学学  

術研究助成金に係る成果報告書の提出依頼がありましたが，当該研究ユニット  

に所属しておりました，准教授 九川文彦は，平成20年3月31日付けをもち  

まして，既に退職しております。   

従って，当該助成金に関する成果報告を別紙のとおり提出させて頂きますが，  

【別紙様式 9】成果物報告書に押印することができません。その旨，ご了承  

下さるようお願い申しあげます。  

記  

個07－113  
ドキソルビシンの心筋細胞障害に関する薬物動態  

学会発表  

平成20年3月28日横浜開催 日本薬学会第128年会  

抗がん剤に抵抗性を獲得したがん細胞に対する新規化学  

療法：PHsensitiveリポソームによるDDSの基礎的検討  

諾果題番号  

研究課題  

研究成果  

以 上   



【別紙様式 9】  
＊課題番号  個07－114  

注：課是喜番号を記入してください。  

平成19年度 学術研究助成金成果物報告書  

平成  21年  5月  1日  
日本大学総長 殿  

氏  名  小林俊亮   箇  
所属・資格  薬学部・准教授  

下記のとおり投出いたします。  

）／一鮨研究（共同研究）／総合研究  奨励研究／  注：該当する種目を○で囲んでくださ   

い。  1 種 目  

2 研究課題  

神経系におけるYB－1逝伝子の転写調節機構とターゲットmRNAに関する研究  

3 研究純絹（共同研究・総合研究のみ該当します）  

・研究代表者   

・研究分担者（役割分担）  

4 学会発表等（要旨集の抜き刷り．発表原稿のコピー等及び発表したことがわかるものを添付してください。）  

発表者名  学会名  発表テーマ  発表年月  

折口孝、小林俊亮、安  

打僧二郎  
田rP藤こ 

越智子、西川泰氏、小  
林俊亮、安西椚二郎  

ラミ再拝地、悍正恵こす  
木展宏、小林俊亮、安  

汽把二郎＿－＿‖一 
丁 仕l中経、大門祥世、小  
埜鱒モ‘互軍西楷コ阻＿  
大門伴性、印口葦、小  

日本生化学会・日本分子生  
物学会合同大会  

甘木生化学会・日本分子生  
物学会合同大会  

転写因子ⅣF－YのDM＝統合性を抑制するU7  

snRNAの新しい棉籠  ■ 
‾du豆2m良NAの軌衰た知子有価二γタシノこ〆軒  
の墨轡   

◆【 
画廊替i三裏付るlISP60と面キ両面亘梅軒‾‾  

‾ 
扇だ斎い千両二iタブ六ク乍毎；相互作用する  

I11RN八  

平成19年12月   

平成20年12月  

‾ 
す泰垂妃尊会・日本う  

物学会合同大会   

日本革学会   

‾▲」  
百東商学会  

平成加重1白月  

平成21年3月   

平成21年3月  
‾  

仁方げる1・B→i短信字面亮示爾  

林俊亮、安西倍二郎  

5 新円・雑誌論文 屠書・雑誌・抜き刷り等を添付してください。コピーの場合は掲載されたことが客観的にわかるものを添付してください。）  

著部名・雑誌名／論文名  著者・執筆者   出版社・発行所  
BiochimicaetBiophysicaActa／U7snRNAacts  
as a transcriptionalregulatorinteracting  
With ∈】ninverted CC＾AT sequence－bindin官  

transcrlPLion f．acLorドF－Y  

Molecularnd Cellular Biochemistry／YB－1  
transcriptlOnin the postnatalbrainis  
regulated by a bIILH transcription factor  
uath2 through an ETbox sequencein the  
5’－UTR of the即nel  

Takashir［iguchi，  

Kaijiro Anzai，  
Shunsuke kobayashi   

Sachiyo Ohashi，  
Reiko Fukumul・a，  

Takashiト】i官uChi，  
Shunsuke Kobayashi  

2008・2  ELSEVIER  1780・2  

Published  
Online   

2009・2   Springer  

※ホームページ専での公間の（（可〕否） いずれかを○で囲んでください。否の場合は，理由書を添付して下さい。   
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6 その他の発表   

新開掲載  

発衣／掲載者名  新聞名 （朝刊・夕刊）  掲載年月日  

その他（ビデオ，CD，シナリオ，写真，舞台等）  

氏 名  提出物  

7 その他の成果 （下記のような成果があれば記入してください。）  

（知的財産権の取得）  

なし  

（外部閂金の獲得）  

なし  

（他の研究への発展）  

神経系におけるYB－1の転写調節機構の解析は、神経芽腫におけるYB・1の発現調節に関する研究と、神経  

系腫瘍細胞中でYB・1が転写因子として働くとされているがんの悪性化に関わる遺伝子の発現調節機構の研  

究へと発展した。このことにより、多剤耐性遺伝子の・転写調節に核内低分子RNAが関与しうることがわか  

り、学術論文として報告した（Biochimica etBiophysica Acta）。今後さらにYB－1の発現とがんの増悪との関  

連の研究への発展が考えられる。  

（その他）  

学会発表要旨集表紙、目次、要旨本文のコピー。Paperは、別刷りorコピーをつけて提出した。   
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＊課題番号  個07－115  

注：課規帯号を記入してください。  

平成19年庭 草術研究助成金成果物報告書  

平成 21年 4 月 30 日  

日 本こ：大 ′、ニご：総1、を  幣  

氏  名 三  

下記のとおり才鋸1▼lいたします。  

※ホームページ串での公開の㊥・否）いずれかを○で囲んでください。否の場合は・理由手を添付して下さい。  

十：・   
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＊課題番号  個07－116  

注：課題番号を記入してください。  

平成19年度 学術研究助成金成果物報告書  

平成  21 年  4 月  23 日  
日 本 大 学 総 長  殿  

氏  名   

所属・資格  通信教育部・教授   

下記のとおり提出いたします。  
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＊課題番号  個07－117  

注：課題番号を記入して＜ださい。  

平成19年度 学術研究助成金成果物報告書  

平成 21年 4月 15日  

日 本 大 学 総 長  殿  

氏  名  佐 藤  稔  

所属・資格  通信教育部・教授 

下記のとおり提出いたします。   
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【別紙様式 9】  
＊課題番号  個07－118  

注：課題番号を記入してください。  

平成19年度 学術研究助成金成果物報告書  

平成 21年 4 月 7 日  

日 本 大 学 総 長  殿  

氏名 水野 満  

所属・資格 教授  

下記のとおり提出いたします。   
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【別紙様式 9】  
＊課題番号  個07－119  

注：課題番号を記入してください。  

平成19年度 学術研究助成金成果物報告書  

日 本 大 学 総 長  殿  

下記のとおり提出いたします。   
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【別紙様式 9】  

注；課煽番号を記入してください。  

平成19年度 学術研究助成金成果物報告書  

平成  21年 5 月 1 日  

日 本 大 学 総 長  殿  

氏  名  

下記のとおり提出いたします。  

※ホームページ等での公開の◎・育）いずれかを0で囲んでください。菅の場合は・理由暮を添付して下さい。   
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